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研究成果の概要（和文）：ヨーロッパを中心に発達したアニメーション映画祭が、歴史的にどのように役割を変
えてきたのかを、映画祭ディレクターなどの関係者へのインタビューおよび現地調査によって明らかにした。
1960年代にスタートしたアニメーション専門の映画祭は、かつてはアニメーションを芸術という観点から評価す
るための国際的な催しであったが、近年においては、世界のアニメーション文化を紹介することで映画祭が開催
される現地の国・地域におけるアニメーション・シーンを育てるという役割にシフトしているということが明ら
かになった。

研究成果の概要（英文）：This research project revealed how the animated film festival (developed 
mainly in Europe) has changed its role historically by interviews with related people such as film 
festival director and on-site investigation. Film festival specialized in animation, which started 
in the 1960s, was an international event to evaluate animation from the viewpoint of art in the 
past, but in recent years, by introducing the animation culture of the world, a film festival gains 
the role of nurturing animation scenes in the local country / region.

研究分野： アニメーション研究

キーワード： アニメーション　映画祭　ヨーロッパ　文化政策
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１．研究開始当初の背景 
（１）日本におけるアニメーション研究はこ
れまで、作品分析や歴史研究、作品が反映す
ると思われる社会的状況についての研究が
主なものとなっており、アニメーション作品
を支える状況についてはあまり顧みられて
こなかった。 
 
（２）アニメーションを専門に上映する映画
祭の歴史は 1960 年のアヌシーに始まり、す
でに 50 年を超える歴史を持っている。市場
的価値とは異なる芸術的な価値をアニメー
ションに見出そうとするアニメーション映
画祭は、文脈を生み出すにあたって、歴史的
に重要な役割を果たしている。 
 
（３）近年、アニメーション映画祭の「産業
化」が取りざたされることが多い。マーケッ
トおよび見本市の併設や、若手作家のリクル
ーティングなど、商業的な部分に寄与するよ
うな試みに、歴史と伝統のある映画祭が中心
となって取り込みはじめるという流れがあ
る。 
 
（４）一方で、2000 年代以降、ヨーロッパ
を中心として、各地に新興のアニメーション
映画祭が多くできはじめており、一説によれ
ば 200 を超えると言われている。それらの映
画祭が果たす役割は、商業的な部分への貢献
のみならず、かといって芸術的な評価を与え
るのみならず、新たな役割を帯びて生まれて
いるように思われる。 
 
（５）以上のような状況の変化から、アニメ
ーション作品の歴史と文脈を支えるアニメ
ーション映画祭が、いかなる役割を担い、そ
してその役割を変化させていっているかを
調査することを考えた。 
 
２．研究の目的 
（１）当研究は、1960 年にアヌシーにて世
界初のアニメーション専門の映画祭が設立
されて以来、ヨーロッパを中心として各国に
大きく広がっているアニメーション専門映
画祭の歴史的変遷と現代におけるその役割
の多様化について考察する 
 
（３）最終的に、アニメーション映画祭が歴
史歴に果たしてきた役割について、今後さら
に議論が発展していくための礎となるよう
な研究成果を挙げることを目指す。結果とし
て、アニメーションに対する文化政策のあり
方について考えるうえでも有益な材料を提
供することになるだろう。 
 
 
３．研究の方法 
（１）前項での研究の目的を達成するために、
当研究では以下のアプローチを採用する。 
①海外アニメーションへの視察調査と資料

収集。 
②映画祭ディレクターをはじめとするアニ
メーション映画祭の主要関係者への聞き取
り調査 
 
（２）上記の方法で研究を行ったうえで、最
終的には、各種学会での発表・講演、論文等
の執筆、インタビューに関してはウェブサイ
トを作成しそこで成果を発表する。 
 
４．研究成果 
（１）映画祭関係者への聞き取り調査によっ
て判明することになったのは、大きく分けて
以下の２点である。 
①アヌシー、ザグレブ、広島、オタワといっ
た、長い歴史を持ち、世界を代表するアニメ
ーション映画祭として認識されている大規
模な映画祭については、アニメーションに対
し、商業的な価値観とは別の芸術的な価値観
によって評価を与えるという目的を持ち、な
おかつ、アニメーション芸術に携わる世界中
の人々が集うことのできる国際的な交流の
場としての機能を果たしていることが分か
った。 
②2000 年代以降、ヨーロッパを中心として
様々な国・都市に相次いで設立されている中
規模〜小規模なアニメーション映画祭につ
いては、世界中のアニメーション文化を紹介
し、その歴史と多様性を伝えることによって、
当地のアニメーション産業や文化を育成す
るという役割が強いということが分かった。 
 
（２）大規模な映画祭にもその役割に変化が
訪れつつある。アニメーション映画祭は当初
「商業性」からは一線を画そうとしたが、ア
ニメーション産業の振興に対しても寄与す
るような機能を積極的に持たせようとする
流れができつつある。その流れの筆頭として
考えられるのがアヌシーである。アヌシーは、
見本市（MIFA）の設置、長編部門の設置、映
画祭の毎年開催などの方策を他の映画祭に
比べてもいち早く取り掛かり、成功を収めて
いる。かつてのアニメーション映画祭は「短
編を中心的に取り上げる」「二年に一度の開
催」「芸術性の称揚」を主な柱としていたが、
現在では「長編を中心的に盛り上げる」「毎
年開催」「産業的なハブとなる」という方向
に舵を切りつつある。 
 
（３）中規模〜小規模な映画祭も、地元のア
ニメーション産業および文化の振興を目的
とすることから、産業的な機能を持たせるこ
とを厭わない傾向にある。具体的には、地域
のアニメーション作家や学生と商業スタジ
オをつなげるリクルート的な機能や、国内で
は配給がかからない海外のアニメーション
作品を見せるといった機能である。 
 
（４）以下では、各関係者に対して行った聞
き取り調査の内容をまとめていく。 



 
①アヌシー（マルセル・ジャン＝アーティス
ティック・ディレクター）：世界最大規模で
最も注目を集める映画祭であるアヌシーは、
多くの関係者にとって「唯一参加する映画
祭」であるという認識を強く持っている。そ
れゆえに、世界のアニメーション・シーンの
動向を把握し、世界中のトレンドをショーケ
ースのように見せるかたちでプログラムを
組んでいく。商業化を進めることによって批
判を受けることもあったが、アニメーション
とアニメーションではないものの境界線を
探る「オフリミッツ」部門の新設など、文化・
芸術としてのアニメーションの振興に対す
る方策も、近年は取るようになっている。 
 
②ザグレブ（ダニエル・スルジック＝アーテ
ィスティック・ディレクター）：世界で２番
目に古いザグレブ国際アニメーション映画
祭は、アニメーション映画祭が生まれた当初
の目的（アニメーション芸術の称揚）を遵守
するため、「作家による作家のための映画祭」
という立ち位置を取り続ける。ザグレブ市の
サポートのもと、見本市などの商業的な機能
は一切排し、学術的シンポジウム「Animafest 
Scanner」の新設など、芸術性や学術性にシ
フトすることによって、ほぼ同時期に開催さ
れるアヌシーとの差異化を図っている。 
 
③オタワ（クリス・ロビンソン＝アーティス
ティック・ディレクター）：北米最大規模の
アニメーション映画祭であるオタワは、アニ
メーション芸術を北米において紹介する場
としての機能を果たしている。この映画祭は、
アーティスティック・ディレクターであるク
リス・ロビンソンによる個性的なプログラミ
ングやキュレーションで目立っている。かつ
てのアニメーション映画祭は様々な国の選
考員による「外部選考方式」によってコンペ
ティションの上映作品を決めていたが、クリ
ス・ロビンソンはその流れを変え、映画祭の
スタッフによる「内部選考方式」を浸透させ
る口火を切った。テレビジョン・アニメーシ
ョン・コンファレンスの設置によって産業的
な役割も果たし、ディズニーとのコラボレー
ションなど一般層へとリーチする努力を続
けることで、個性をキープしたままに映画祭
を重要なものとしつづけている。 
 
④オランダ（ゲルベン・シェルメル＝映画祭
ディレクター）：ユトレヒトにて開催されて
いるオランダ国際アニメーション映画祭は、
その独特なプログラミングによって中規模
映画祭として突出したものとなっている。特
筆すべきは現代美術やグラフィック・アート
とのつながりを強く保つことで、「大人向け」
のものとしてのアニメーションのアイデン
ティティを強く確立させようとしている。 
 
⑤アニマテカ（イゴール・プラッツェル＝映

画祭ディレクター）：スロベニアの首都リュ
ブリャーナで開催されるアニマテカ国際ア
ニメーション映画祭は、ザグレブから車で２
時間の場所に位置する。それでも現地に映画
祭が必要なのは、スロベニアにおけるアニメ
ーション・シーンを育成せんとするがためで
ある。アニマテカはコンペティションの対象
国を中欧・東欧に絞り、スロベニアを中心と
した地域の才能に栄誉を与えることを考え
つつ、世界の優れたアニメーションを継続的
に紹介することで、地元の才能に刺激を与え
ている。 
 
⑥アニメスト（ミハイ・ミトリッチ＝映画祭
ディレクター）：ルーマニアの首都ブカレス
トで開催されるアニメスト映画祭は、かつて
社会主義圏だった時代に国営スタジオで盛
んだったアニメーションの伝統を、現在の状
況下で再び再興させる目的を持ったアニメ
ーション映画祭である。コンペティションや
有名スタジオの関係者の招聘を通じてルー
マニアの国内にて世界の優れたアニメーシ
ョンを観るチャンスを作り、同時にワークシ
ョップなどを積極的に行うことで、アニメー
ションを専門とする学校が存在しない同国
において、制作の後押しも行っている。 
 
⑦GLAS（ジャネット・ボンズ＝映画祭ディレ
クター）：アメリカのバークレーにて開催さ
れる GLAS アニメーション映画祭は、長年ア
ニメーション映画祭不毛の地となっていた
アメリカにおける、新たなアニメーション映
画祭設立の試みである。主にインディペンデ
ント作品に焦点を当て、制作にあたって助成
金をベースにしているヨーロッパとは異な
る、産業とのマッチングをも視野に入れたプ
ログラミングを行っている。これもまた、ア
メリカの個人作家たちに活躍の場を与える
ことによる育成のための試みである。 
 
⑧オットー・アルダー（ファントーシュ映画
祭ほか）：オットー・アルダーは、スイス最
大のファントーシュ映画祭、エストニア最大
のアニメーテッド・ドリームスほか、いくつ
ものアニメーション映画祭の立ち上げに関
わってきた人物である。アルダーによれば、
どのアニメーション映画祭も、その立ち上げ
にあたって、使命感に燃えた若者たちが数名
集まることによって立ち上げられ、その後自
治体などからの援助を得て、国際的な認知を
得たその国・都市を代表するアニメーション
映画祭になるという発展のプロセスを辿っ
ている。本研究はアニメーション映画祭の役
割の変遷を辿るものだが、この発展のプロセ
ス自体は過去も昔も変わらないものとして
確認できた。 
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